
第20号 写真の記事
10 月 7 日（水）に行われ
た豊科南小学校の生徒によ
る稲刈り体験のようす。
豊科地域の農業委員や、農
家の方々から指導を受けつ
つ作業を行った。
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新しい農業委員が選任されました
　平成 27年 7月、任期満了に伴い、40名の農業委員が選挙により
無投票で選任されました。また、団体推薦、議会推薦による8名も選
任され、合わせて48名全員の委員が決定しました。
　任期は平成27年 7月 20日から 3年間です。

農業委員会は、農地等の利用関係の調整をはじめ農業全般
にわたる問題を、農業者の創意と努力によって総合的に解
決してゆくことを目的とした、農業者の利益を代表する機
関です。

新農業委員の紹介は2ページから
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こ
の
た
び
安
曇
野
市
第
５
期
農
業

委
員
会
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
、

板
花
守
夫
で
す
。
安
曇
野
市
の
農
業

発
展
の
た
め
微
力
な
が
ら
最
善
を
尽

く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

い
ま
農
業
の
環
境
は
課
題
山
積
で

あ
り
、
日
本
農
業
の
正
念
場
で
あ
り

ま
す
。

　

今
年
、
安
曇
野
市
は
市
制
10
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
水
と
緑
と
光
の
郷

北
ア
ル
プ
ス
に
育
ま
れ
た
田
園
産
業

都
市
が
、
活
力
あ
る
農
業
と
地
域
振

　

安
曇
野
市
が
目
指
す
田
園
産
業
都

市
構
想
・
世
界
に
誇
れ
る
美
し
い
田

園
風
景
や
水
産
資
源
な
ど
を
守
る
た

め
、
遊
休
荒
廃
農
地
の
発
生
防
止
及

び
解
消
の
取
り
組
み
と
、
新
し
い
農

業
政
策
に
よ
り
、
安
全
で
安
心
で
き

る
食
料
の
安
定
生
産
を
確
保
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

農
地
を
守
る
と
と
も
に
、
将
来
に

渡
り
地
域
農
業
発
展
の
た
め
、
会
長

を
補
佐
し
委
員
と
共
に
が
ん
ば
る
所

存
で
す
。

　

市
街
化
の
進
ん
で
い
な
い
三
郷
地

域
は
、
農
業
振
興
地
域
中
心
の
農
村

で
あ
り
、
稲
作
・
果
樹
・
蔬
菜
・
畜

産
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
産
地
で

す
。
今
後
も
、
よ
り
一
層
の
生
産
拡

大
と
生
産
技
術
の
向
上
を
図
り
、
豊

か
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
委
員
一
同

一
致
団
結
邁
進
し
て
ゆ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
を
強
め
、
よ

り
一
体
性
の
高
い
生
産
団
地
の
構
築

に
努
め
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

安
曇
野
市
農
業
委
員
会
第
５
期
の

農
業
委
員
を
拝
命
さ
れ
、
堀
金
地
域

長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
、
農
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
、
担
い
手
後
継
者
不
足
、

遊
休
荒
廃
農
地
の
増
加
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問

題
等
々
、
大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
こ
れ
か
ら
は
若
い

人
た
ち
が
魅
力
を
感
じ
る
よ
う
な
農

業
の
実
現
を
目
指
す
よ
う
、
堀
金
地

域
は
八
名
と
い
う
少
人
数
で
す
が
、

明
日
の
農
業
の
発
展
に
向
か
っ
て
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

明
科
地
域
は
、
荒
廃
農
地
の
再
生

と
、
将
来
に
亘
っ
て
継
続
可
能
な
営

農
定
着
を
目
指
す
「
明
科
地
域
の
農

業
を
守
る
会
」
を
立
ち
上
げ
、
農
業

委
員
平
常
業
務
と
併
せ
た
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
農
業
委
員
会
制

度
も
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
が
、
残
さ
れ
た
任
期
で
荒
廃
農
地

の
有
効
活
用
に
向
け
た
具
体
的
方
向

性
が
示
せ
る
よ
う
務
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

地
域
長
と
い
う
役
を
い
た
だ
き
、

大
変
に
戸
惑
っ
て
お
り
ま
す
。
農
業

委
員
に
は
、
農
家
を
代
表
し
農
業
・

農
家
を
守
る
と
い
う
責
務
が
あ
り
ま

す
。
現
在
、
農
業
を
取
り
巻
く
構
造

的
問
題
や
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
農
業
後
継
者

問
題
な
ど
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
の
縮
小
、
荒
廃
農
地
化
、
市

街
化
等
へ
の
対
策
に
つ
い
て
、
農
家

の
た
め
に
な
る
農
業
を
考
え
て
ゆ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

中
山
間
農
地
が
多
い
安
曇
野
市
に

お
い
て
は
、
遊
休
荒
廃
農
地
、
有
害

鳥
獣
被
害
の
増
加
、
農
事
従
事
者
の

高
齢
化
、
後
継
者
不
足
な
ど
諸
問
題

が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

景
観
・
生
活
環
境
等
に
配
慮
し
た

土
地
利
用
を
行
う
こ
と
が
最
も
大
切

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

難
問
を
一
問
ず
つ
解
決
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

新
農
業
委
員
を
紹
介
し
ま
す
会
長
・
会
長
代
理
・
副
会
長
及
び
各
地
域
長
か
ら
の
ご
挨
拶

会
長
・
会
長
代
理
・
副
会
長
及
び
各
地
域
長
か
ら
の
ご
挨
拶

新
農
業
委
員
を
紹
介
し
ま
す

興
の
成
長
・
発
展
が
で
き
る
よ
う
願

う
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
農
業
委
員
会
法
・
農
地
法

の
改
正
法
案
が
平
成
27
年
８
月
28
日

に
成
立
し
、
平
成
28
年
４
月
１
日
よ

り
施
行
さ
れ
ま
す
。
新
制
度
移
行
に

あ
た
っ
て
は
、
各
市
町
村
の
条
例
改

正
に
よ
り
委
員
定
数
の
見
直
し
や
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
設
置

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
時
代
の

変
化
に
対
応
す
る
行
政
委
員
と
し
て

地
域
農
業
の
維
持
発
展
に
果
た
す
役

割
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
10
月
５
日

農
産
物
重
要
５
品
目
を
含
む
全
て
の

分
野
で
大
筋
合
意
し
た
と
の
こ
と
で

す
が
、
関
税
撤
廃
に
よ
る
今
後
の
国

内
農
業
や
地
域
経
済
に
大
き
な
影
響

会　長
板花　守夫
（公選）
担当地区

田多井（堀金）

会長代理
下田　正年
（公選）
担当地区

真々部（豊科）

三郷地域長
中田　平男
（公選）
担当地区
東小倉

堀金地域長
須澤　佳正
（公選）
担当地区
下堀

明科地域長
池上　洋助
（公選）
担当地区
光・中川手

穂高地域長
浅川　増行
（公選）
担当地区

等々力町・穂高町

副会長
矢野口隆三
（公選）
担当地区

新屋・宮城（穂高）

を
与
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

食
料
の
安
定
供
給
や
国
土
保
全
な

ど
、
国
内
農
業
が
果
た
し
て
き
た
役

割
を
ど
う
担
保
す
る
の
か
、
ま
た
、

再
生
産
で
き
る
農
業
振
興
対
策
を
打

ち
出
す
こ
と
が
急
務
で
す
。

　

か
か
る
難
局
で
あ
り
ま
す
が
、
将

来
を
見
据
え
、
行
政
や
農
業
者
、
関

係
団
体
等
が
さ
ら
な
る
連
携
を
深

め
、
産
業
と
し
て
の
農
業
と
農
家
所

得
の
向
上
、
そ
し
て
安
曇
野
市
の
農

業
振
興
が
力
強
く
前
進
す
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
一
層
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
か
ら
の
米
価
下
落
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

問
題
、
そ
し
て
異
常
気
象
に
よ
る
農

作
物
被
害
な
ど
、
相
変
わ
ら
ず
農
業

を
取
り
巻
く
現
状
は
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
28
年
４
月

１
日
よ
り
改
正
農
業
委
員
会
法
が
施

行
さ
れ
、
農
業
委
員
会
の
業
務
と
し

て
、
担
い
手
へ
の
土
地
集
積
及
び
荒

廃
農
地
の
解
消
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
皆

様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
頑
張
り
ま
す
の
で
、

ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

豊科地域長
中島　完二
（公選）
担当地区
熊倉
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高橋　　修
（公選）
担当地区

吉野・成相・新田

望月妃佐枝
（議会推薦）
担当地区
等々力

髙橋　　茂
（公選）
担当地区
田沢・徳治郎

平川　邦夫
（公選）
担当地区
穂高

宮下　悦男
（公選）
担当地区

小瀬幅・光・大口沢

竹原　德治
（公選）
担当地区
橋爪・耳塚

中島　義朋
（土地改良区推薦）

担当地区
中曽根

曽根原　弘
（中信農業共済推薦）

齋藤　博文
（公選）
担当地区
細萱・寺所

畠山　宜尚
（公選）
担当地区
嵩下・小岩岳

臼井 正昭
（公選）
担当地区
矢原・白金

細田　　信
（公選）
担当地区

本村・下鳥羽・上鳥羽

寺島　信夫
（公選）
担当地区
牧

中野　　孝
（公選）
担当地区
飯田

有賀　善昭
（公選）
担当地区
富田・豊里

有賀久美惠
（公選）
担当地区
古厩・立足

山田まさ子
（議会推薦）
担当地区
下飯田

下里　　正
（公選）
担当地区

島新田・狐島・青木花見

小林　克人
（公選）
担当地区
柏原・柏矢町

青山　　守
（公選）
担当地区
踏入・重柳

中山　隆義
（公選）
担当地区
久保田・塚原

豊
科

地
域

穂
高

地
域

安曇野市農業委員会だより

3



二木　一夫
（公選）
担当地区
二木・及木

伊藤　俊夫
（公選）
担当地区
上堀

塚田　善久
（公選）
担当地区
北小倉

丸山　多江
（議会推薦）
担当地区
一日市場

萩原　賢司
（公選）
担当地区
岩原・倉田

宮澤　貞仁
（公選）
担当地区
中萱

上條　弘勝
（公選）
担当地区
田尻

宮坂　七郎
（公選）
担当地区
南小倉・室町

伊藤　重徳
（公選）
担当地区
東川手

関　　裕保
（公選）
担当地区
荻原・南陸郷

高田　良治
（公選）
担当地区

上押野・下押野・塩川原

倉科　茂男
（公選）
担当地区

下長尾・野沢（公民館東）

三村　照子
（議会推薦）
担当地区
小田多井

石曽根正尚
（公選）
担当地区
楡・住吉

長瀬　敏雄
（公選）
担当地区
扇町

青木　武良
（松本ハイランド推薦）

担当地区
大足

甕　　　信
（公選）
担当地区

上長尾・野沢（公民館西）

矢淵　一良
（ＪＡあづみ推薦）

担当地区
中堀

中野　　亨
（公選）
担当地区
七日市場

三
郷

地
域

堀
金

地
域

明
科

地
域
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家
族
経
営
協
定
に
つ
い
て

　

家
族
の
一
人
ひ
と
り
が
農
業
に
意
欲
的
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
農
業
経
営
の
発
展
の
方
向

を
明
確
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
家
族
内
の
話

し
合
い
が
必
要
で
す
。
こ
の
話
し
合
い
運
動
が

「
家
族
経
営
協
定
」
で
す
。

　

平
成
27
年
９
月
３
日
、
安
曇
野
市
役
所
本
庁
舎
に

お
い
て
、
家
族
経
営
協
定
調
印
式
が
豊
科
地
域
長
立

会
い
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
豊
科
に

お
住
ま
い
の
白
坂
さ
ん
、
土
屋
さ
ん
、
髙
澤
さ
ん
の

３
組
の
家
族
経
営
協
定
が
調
印
さ
れ
ま
し
た
。

　

家
族
全
員
が
積
極
的
に
農
業
に
か
か
わ
り
、
農
業

経
営
を
発
展
さ
せ
る
た
め
、
み
な
さ
ん
も
家
族
経
営

協
定
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

家
族
経
営
協
定
の
メ
リ
ッ
ト

　

家
族
経
営
協
定
は
、
家
族
内
の
話
し
合
い
を
着
実

に
進
め
る
た
め
の
手
段
の
一
つ
で
す
が
、
同
時
に
協

定
内
容
を
実
行
す
る
中
で
、
農
政
上
の
関
連
制
度
を

有
効
に
活
用
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

協
定
締
結
を
す
る
と
、
各
種
制
度
上
の
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
認
定
農
業
者
制
度
を
生
か
す
と
き
に

　

女
性
や
後
継
者
が
、
農
業
経
営
内
で
実
質
的
に

「
共
同
経
営
者
」
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
場
合
に

は
、
家
族
経
営
協
定
の
締
結
を
通
じ
て
、
認
定
農

業
者
制
度
の
も
と
で
の「
夫
婦
協
同
申
請
」や「
親

子
共
同
申
請
」
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

②
農
業
者
年
金
の
有
利
な
加
入
を
図
る
と
き
に

　

農
業
者
の
老
後
生
活
の
安
定
に
向
け
て
、
国
民

年
金
の
上
乗
せ
と
し
て
「
農
業
者
年
金
制
度
」
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
農
業
者
年
金
に
は
、
認
定

農
業
者
や
、
そ
の
認
定
農
業
者
と
家
族
経
営
協
定

を
締
結
し
た
配
偶
者
や
後
継
者
に
対
し
て
、
保
険

料
の
政
策
支
援
が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
が
あ
り
ま

す
。

③
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
認
定
を
受
け
る
と
き
に

　

環
境
保
全
型
農
業
の
一
環
で
あ
る
減
農
薬
・
減

化
学
肥
料
と
い
っ
た
取
り
組
み
を
展
開
す
る
者
に

対
し
て
、
都
道
府
県
知　

事
は
一
定
の
要
件
の
も

と
に
「
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
」
と
し
て
認
定
す
る
仕

組
み
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
認
定
の
仕
組
み
に
も
、

家
族
構
成
員
間
の
「
共
同
申
請
」
の
方
法
が
あ
り
、

家
族
経
営
協
定
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
制
度
資
金
を
借
り
る
と
き
に

　

農
業
経
営
を
行
う
な
か
で
、
女
性
や
後
継
者
が

主
体
的
と
な
っ
て
新
た
な
経
営
部
門
を
開
始
す
る

場
合
な
ど
に
は
、資
金
の
調
達
が
課
題
の
一
つ
と
な

り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
と
き
、農
地
等
の
固
定
資
産

の
名
義
を
も
た
な
い
た
め
に
融
資
が
困
難
な
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
を
カ
バ
ー
す

る
た
め
、
家
族
経
営
協
定
の
締
結
に
基
づ
き
、
農

業
改
良
資
金
や
農
業
近
代
化
資
金
等
の
融
資
を
自

分
名
義
で
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。

⑤
優
良
農
地
の
あ
っ
せ
ん
を
受
け
る
と
き
に

　

家
族
経
営
協
定
を
締
結
し
、
夫
妻
に
よ
る
共
同

経
営
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
場
合
に
は
、
農

業
委
員
会
が
作
成
す
る
農
地
の
あ
っ
せ
ん
の
受
け

手
（
買
い
手
や
借
り
手
）
と
な
る
候
補
者
名
簿
に
、

夫
妻
両
方
の
氏
名
が
搭
載
さ
れ
る
仕
組
み
が
あ
り

ま
す
。
夫
ば
か
り
で
な
く
、
女
性
が
自
分
名
義
で

農
地
を
取
得
す
る
機
会
の
拡
大
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、
農
業
委
員
ま
た
は
農

業
委
員
会
事
務
局
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
６
３
―
71
―

２
４
９
７
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　　▲調印式のようす
　　　上から白坂家、土屋家、髙澤家

安曇野市農業委員会だより
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がんばる農業者
　

建
設
会
社
を
引
退
し
、
実
家
に

就
農
し
て
４
年
目
に
な
り
ま
す
。

農
家
の
長
男
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
将
来
は
家
を
継
ぐ
こ
と
が
当

然
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
就
農
理

由
は
ず
ば
り
「
実
家
が
専
業
農
家

だ
か
ら
」
で
す
。

　

し
か
し
、
実
際
に
農
業
を
仕
事
に
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
人
々
と
関
わ
っ
て
い
く
な
か
で
、
私
の
中
の
農
業

に
対
す
る
考
え
方
が
年
々
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
今

年
か
ら
始
め
た
農
家
民
泊
の
取
り
組
み
で
も
感
じ
た

こ
と
で
す
が
、
農
業
は
単
に
「
農
作
物
を
作
っ
て
売

る
」
と
い
う
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

　

今
年
、
私
の
家
で
は
農
家
民
泊
で
計
４
校
の
学
生

を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
ど
の
生
徒
た
ち
も
安
曇
野
の

自
然
の
中
で
「
空
気
が
き
れ
い
」「
食
べ
物
が
お
い

し
い
」「
山
が
す
ご
い
」「
生
き
も
の
が
た
く
さ
ん
い

て
お
も
し
ろ
い
」「
夜
が
暗
く
て
星
が
き
れ
い
に
見

え
る
」
な
ど
、
本
当
に
無
邪
気
に
感
動
し
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
の
と
き
思
っ
た
こ
と
が
、
私
た
ち
の
当
た

り
前
が
本
当
は
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
単
純
に
米
を
作
っ
て
お
金
を
貰
う
こ
と
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
田
ん
ぼ
を
管
理
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
そ
こ
に
生
き
る
動
植
物
や
景
観
資
源
を
守
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
観
光
地
と
し
て
有
名
な
安
曇

野
で
す
が
、
安
曇
野
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
と
き
に
田
園

安
や す だ

田 大
ひ ろ き

樹さん　（29）
（穂高　柏原地区）

経営面積等　
　　　水稲……………11ha

　　　麦・大豆……… ４ha
　　　　　　 （受託作業10ha）

風
景
は
外
せ
な
い
で
し
ょ
う
。

　

近
年
水
稲
農
家
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
後
継
者
不
足
も
深
刻
な
問
題

で
す
。
私
の
家
も
今
ま
で
と
同
じ
方
法
で
は
継
続
は

厳
し
い
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
地
域
の
農
業
の
担
い
手
が
年
々
減
少
す

る
な
か
で
、
若
手
後
継
者
と
し
て
就
農
し
た
か
ら
に

は
、
で
き
る
限
り
地
域
の
土
地
を
守
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
厳
し
い
時
代
を
乗
り
越
え
、
こ
の
先

農
業
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
、
必
ず
地
域
の
か
け
が

え
の
な
い
財
産
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

安
曇
野
の
良
さ
は
自
然
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
当
の
良
さ
は
、
い
ま
安
曇
野
に
住
む
皆
が
「
安
曇

野
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
心
か
ら
思
え
る
こ
と
で

す
。
そ
れ
が
安
曇
野
の
何
よ
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な

り
、
観
光
に
来
て
く
れ
た
方
た
ち
へ
の
最
高
の
ア

ピ
ー
ル
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。「
１
０
０
年
先

も
変
わ
ら
な
い
田
園
風
景
を
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
私

は
こ
の
先
も
こ
の
地
で
農
業
を
続
け
て
い
き
ま
す
。▲農作業指導中のようす

安曇野市農業委員会だより
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新
し
く
農
業
を
は
じ
め
る
方
へ

農
業
を
始
め
た
い
皆
さ
ん
を
応
援
す
る
給
付
金
制

度
を
紹
介
し
ま
す

◆
経
営
開
始
型
の
助
成
対
象
者

平
成
22
年
４
月
以
降
に
、
45
歳
未
満
で
農
業
経
営

を
開
始
し
た
独
立
・
自
営
就
農
者
。

※
そ
の
他
、
応
募
要
件
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
農
林
水
産
省
Ｈ
Ｐ
内
の
実
施
要
綱
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

◆
給
付
金
額

経
営
開
始
初
年
度
：
１
人
あ
た
り
年
間
１
５
０
万
円

経
営
開
始
２
年
目
以
降
：
１
人
あ
た
り
（
３
５
０

万
円　

前
年
の
総
所
得
）
×
３
／
５

（
た
だ
し
、
夫
婦
で
交
付
対
象
と
な
っ
た
場
合
は

夫
婦
合
わ
せ
て
１
・
５
人
分
）

【
青
年
就
農
給
付
金
】

　

青
年
の
就
農
意
欲
の
喚
起
と
就
農
後
の
定
着
を

図
る
た
め
、
就
農
前
の
研
修
期
間
（
２
年
以
内
）

及
び
経
営

が
不
安
定

な
就
農
直

後
（
５
年

以
内
）
の

所
得
を
確

保
す
る
給

付
金
を
給

付
し
ま
す
。

◆
給
付
期
間
：
最
長
５
年
間

※
準
備
型
に
つ
い
て
は
県
（
松
本
地
方
事
務
所
）

　

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
安
曇
野
市
親
元
就
農
支
援
金
】

　

次
代
の
農
業
を
担
う
認
定
農
業
者
の
後
継
者
を
支

援
し
ま
す
。

◆
助
成
対
象
者

認
定
農
業
者
の
２
親
等
内
の
直
系
卑
属
（
子
ま
た

は
孫
）
及
び
そ
の
配
偶
者
で
、
次
の
要
件
全
て
を

満
た
す
者

・
市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
市
内
に
お
い
て

　

農
業
経
営
を
行
う
者

・
年
間
農
業
従
事
日
数
が
２
０
０
日
以
上
で
あ
る
者

・
就
農
日
に
お
け
る
年
齢
が
55
歳
未
満
の
者

・
親
元
就
農
者
の
就
農
日
が
平
成
18
年
４
月
以
降

　

の
者

・
前
年
の
所
得
が
５
０
０
万
円
未
満
の
者

◆
給
付
金
額
：
年
額
20
万
円

◆
給
付
期
間
：
最
長
５
年
間

※
交
付
の
可
否
は
、
関
係
者
に
よ
る
判
定
会
を
設

け
、
地
域
へ
の
貢
献
度
等
を
審
査
し
た
上
で
決
定

し
ま
す
。

【
安
曇
野
市
荒
廃
農
地
解
消
就
農
者
支
援
金
】

　

一
定
の
耕
作
放
棄
地
を
解
消
す
る
農
業
者
を
支
援

し
ま
す
。

◆
助
成
対
象
者

次
の
要
件
全
て
を
満
た
す
者

・
安
曇
野
市
で
営
農
す
る
市
内
在
住
の
農
業
者

・
荒
廃
農
地
を
３
年
以
内
に
30
ア
ー
ル
以
上
（
耕

　

作
条
件
の
悪
い
傾
斜
地
や
山
林
の
多
い
地
域
で

　

は
10
ア
ー
ル
以
上
）
解
消
す
る
者

　
（
耕
種
農
家
以
外
で
自
ら
作
物
を
栽
培
し
な
い
方

　

で
も
、他
の
農
業
者
に
耕
作
を
任
せ
る
な
ど
協
力

　

者
と
と
も
に
解
消
す
れ
ば
対
象
に
な
り
ま
す
。）

・
前
年
の
所
得
が
５
０
０
万
円
未
満
の
者

　
（
法
人
の
場
合
は
主
た
る
農
業
従
事
者
の
所
得

　

で
判
断
し
ま
す
。）

◆
給
付
金
額
：
年
額
20
万
円

◆
給
付
期
間
：
５
年
間

【
新
規
就
農
者
生
活
支
援
金
】

　

安
曇
野
市
農
業
再
生
協
議
会
が
、
研
修
中
ま
た
は

就
農
直
後
の
経
済
的
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
助
成
対
象
者

市
内
在
住
の
認
定
新
規
就
農
者

（
県
農
業
担
い
手
育
成
基
金
の
「
研
修
費
」
受
給

中
の
者
、
市
が
所
有
す
る
新
規
就
農
者
住
宅
に

入
居
し
て
い
る
者
、
国
や
県
、
市
等
か
ら
月
額 

３
０
，０
０
０
円
以
上
の
補
助
金
を
受
給
中
の
者
、

親
元
へ
就
農
し
た
者
、
等
を
除
く
）

◆
給
付
金
額
：
月
額
最
高
５
万
円

◆
給
付
期
間
：
最
長
３
年
間
。

※
給
付
期
間
終
了
後
、
５
年
間
市
内
で
の
就
農
義
務

　

が
あ
り
ま
す
。

※
本
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
し
た
補
助
事
業
の
詳
し
い

　

内
容
や
申
請
方
法
に
つ
い
て
は
、
安
曇
野
市
役
所

　

農
政
課
集
落
支
援
担
当
（
71
―
２
４
２
９
）
ま
で

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

青年就農給付金の概要

種　類 助　成　区　分 申請窓口

準備型

就農に向けて、県が
有効と認める研修を
実施する県の農業大
学校や、先進農家等
において研修を受け
る者

松本地方
事務所
農政課

経　営
開始型

経営開始直後の
新規就農者

安曇野市
農政課

安曇野市農業委員会だより
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おふくろの味

ナ 

ス 

丼

材　

料

　

ナ
ス
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
個

　

牛
肉
（
豚
・
鶏
肉
で
も
良
い
）
…
…
１
５
０
ｇ

　

赤
・
青
ピ
ー
マ
ン
…
…
…
…
…
…
…
１
個
ず
つ

　

小
麦
粉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
適
量

　

油
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大
さ
じ
１

　

水
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
０
０
Ｃ
Ｃ

　

酒
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大
さ
じ
１

　

砂
糖
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大
さ
じ
１
・
５

　

し
ょ
う
油
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大
さ
じ
３

作
り
方

①
ナ
ス
は
縦
半
分
に
切
り
、
皮
に
か
の
こ
切
り
込

　

み
を
入
れ
る
。
ピ
ー
マ
ン
は
千
切
り
に
す
る
。

②
鍋
に
油
を
熱
し
、
ナ
ス
の
皮
を
下
に
し
て
焼
く
。

　

ピ
ー
マ
ン
も
加
え
る
。

③
ナ
ス
の
皮
が
ピ
カ
ッ
と
し
た
ら
返
し
、
水
を
加

　

え
て
、
砂
糖
・
し
ょ
う
油
も
入
れ
る
。
中
火
で
、

　

フ
タ
を
し
て
ナ
ス
に
火
を
通
す
。

④
肉
を
広
げ
て
、両
面
に
小
麦
粉
を
薄
く
つ
け
、鍋

　

に
肉
と
酒
を
入
れ
、
火
を
通
し
、
味
を
か
ら
め

　

た
ら
で
き
あ

　

が
り
。

⑤
丼
に
ご
飯
を

　

盛
り
、
具
を

　

配
色
よ
く
載

　

せ
て
い
た
だ

　

く
。

　

曽
根
原
勝
美

　

信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
殺
伐
と
し
た
悲
し

い
事
件
が
毎
日
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
・
新
聞
で

報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。私
た
ち
の
身
近
に
も
、

こ
う
し
た
事
件
が
迫
っ
て
き
て
い
る
の
で
は

と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
事
件
の
背
景
と
し
て
、（
こ
れ

が
全
て
で
は
な
い
で
し
ょ
う
が
）
近
所
づ
き

あ
い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
に
つ
い

て
よ
く
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
家
・
非
農

家
含
め
て
地
域
内
の
交
流
が
不
足
し
て
は
い

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

古
く
か
ら
こ
こ
安
曇
野
は
田
園
産
業
都
市

と
言
わ
れ
て
お
り
、
特
に
農
業
は
、
産
業
経

済
・
環
境
・
景
観
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な

ど
、
い
ろ
ん
な
意
味
で
地
域
を
支
え
て
き
ま

し
た
。

　

農
業
を
面
倒
な
も
の
と
邪
魔
者
に
す
る
の

で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
・
目
標
に
応

じ
て
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

各
地
域
で「
い
た
か
い
ね
」「
よ
り
ま
し
ょ
」

と
い
っ
た
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
に
な
る

と
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

編
集
委
員
長　

青
山　

守
　

編
集
後
記

編
集
後
記

倒
れ
伏
す

　

稲
穂
の
う
え
を
赤
と
ん
ぼ

　
　
　

飄
飄
と
し
て
飛
び
去
り
ゆ
き
ぬ

高
橋　

茂
委
員　

御
礼
肥
に

　
　
　

小
春
漉
き
込
む

　
　
　
　
　
　
　

棚
田
か
な野

口　

和
男
さ
ん　

や
れ
終
え
た　

　
　

ほ
っ
と
刈
田
に
目
を
や
れ
ば

　
　
　
　

白
鷺
数
羽
舞
い
降
り
た
ち
ぬ

中
田　

愛
子
さ
ん　

ひ
と
す
じ
に

　

生
き
来
し
吾
わ
た
め
ら
わ
ず

　
　
「
農
」と
言
う
字
を
太
ぶ
と
と
書
く

青
柳　

幸
秀
さ
ん　

は
ぜ
か
け
に

　
　
　

雀
の
す
が
た

　
　
　
　
　
　
　

久
し
ぶ
り

伊
藤　

重
徳
委
員　

中
学
で

　
　

学
び
し
頃
の
色
ジ
ャ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　

野
良
着
と
な
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

早
十
年
也

山
本　

早
織
さ
ん　

ふくおふくろの味くろ 味味ふくろのおおおおおおおおおおおふふふふふふふふふふふくくくくくくくくくくくろろろろろろろろろろろののののののののののの味味味味味味味味味味味おふくろの味

安曇野市農業委員会だより
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